
2

13

4
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日 程 内 容 (会場: 若林区役所 10: 00～12: 00）

1

2

3
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が
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が
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№ 問  題 やり やすさ 重要

1 役員の高齢化と 担い手不足 55 72

2
 道路の幅が狭く 、 陥没があり 危険 56 29

3
 役所の担当部署が分かり にく い 50 35

4
 ご み出し ルールの浸透不足で転入所のゴミ 出し マナーが悪い 72 59

5
 ゴ ミ 捨て場の破壊する 人がいる 52 52

6
 若者はPTA役員はやる が町内会役員はやり たがら ない 53 49

7
 集会所がないため意見交換する 場所がない 54 66

8
 回覧板を見ない人が多い 48 59

9
 班会議が開けないので班 の⾧ 役割が理解さ れていない 61 70

10
 すぐ に班 がま⾧ わってく る 48 45

11
 町内会の運営が存続でき ない 54 56

12
 街路樹の剪定さ れていない 49 32

13
 コ ロ ナ禍における 町内会活動 57 56

14
若者同士の交流大事 26 55

合計 735 735

平均 52.5 52.5

役員の高齢化と 担い手不足

道路の幅が狭く 、 陥没があり 危険

役所の担当部署が分かり にく い

ご み出し ルールの浸透不足で転入所のゴミ 出し マナーが悪い

ゴミ 捨て場の破壊する 人がいる

若者はPTA役員はやる が町内会役員はやり たがら ない

集会所がないため意見交換する 場所がない

回覧板を 見ない人が多い

班会議が開けないので班 の⾧ 役割が理解さ れていない

すぐ に班⾧ がま わってく る

町内会の運営が存続でき ない

街路樹の剪定さ れていない

コ ロ ナ禍における 町内会活動

若者同士の交流大事

20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75

←

重

要

やり やすさ →

一本杉地域の心配ご と ・ 困り ご と
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▶ 班 会議⾧ の開催に向けての検討

●課題 班⾧に会議に出席してもらい、役割を理解してもらうにはどうすればよいか

〇なぜ班 の⾧ 育成が出来ていないのか

・班⾧ が自分の仕事を自覚していない
・町内会費は出すが、班 に⾧ はなりたくないという人がいる
・コロナの影響により、班 交⾧ 替時の引継ぎが出来ていない
・新旧の班⾧ 間でコミュニケーションが取れていない

〇なぜ役割が理解できていないのか

・町内会報誌には役割を掲載しているが、読まれていない
・ごみ集積所の清掃がされていない
・コロナで班⾧ 会議を開催できていない

〇育成と役割を理解してもらう班 会議⾧ とは

・班 に⾧ 役割を直接、丁寧に説明する
・班 の⾧ 意見を聞き取る話し合いが必要
・来年度の事業計画に定期的な班⾧ 会議を盛り込む
・総会以外にも、年に1、2回集まる機会を作る

●問題 班⾧会議が開けていないので、班⾧の役割が理解されていない
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●第１ 回班 会議⾧

令和５ 年６ 月２ ５ 日(日) 鍛治屋敷集会所
◎集金業務について
・ 集金はと ても 大変である と 感じ た
・ 持ち家、 借家、 アパート と 住んでいる タ イ プによ っての苦労が違う
・ 持家の方々は古く から 住んでいる ためか、 比較的協力的である 。 一方でアパート に住んで

いる 方々は、 人の入れ替わり が激し いため、 班 が訪⾧ ねても なかなか会う こ と ができ ない。
・ 町内会費を 払わないこ と が当然の考えがある のではないか。
・ 町内会には入ら なければなら ない義務がある かと 尋ねら れた。 同じ アパート で毎年のこ と

である 。

◎ごみ出し について
・ ごみ集積所にはいつも ごみが散乱し ている 状態で、 カラ ス など が袋を 破っ て中身を出し て

いる よ う だ。 いつも 集積所の掃除は私が行っ ており 、 他の人はごみ集積所の清掃を やっ て
いる のを見たこ と がない。

・ 仙台市の住民であれば、 自由にごみを 出すこ と はでき る と 思っ ている 。 せめてごみ集積所
の清掃など も やっ ても ら わないと 、 と ても 不公平感を感じ ている 。

・ 町内会全体で、 再度回覧板を活用し てお知ら せを し てはど う か? ま た、 ごみ出し の方法な
ど も 再度確認する 広報を し てはど う か?

● 第2回班 会議⾧

令和５ 年１ ０ 月２ ８ 日(土) 鍛治屋敷集会所
◎集金業務について
・ 町内会と し ては、 こ れま で担当し ていた集合住宅に加えて、 こ れから 新築さ れる も のにつ

いては、 町内会事務局で会費等の集金業務を 検討する 。 ⇒班⾧の負担軽減策と し て

◎ごみ出し について
・ ごみ集積所の中には複数の地区で使用し ている 場所がある が、 集積所の清掃を一定の地区

の人だけが行っている 。 ⇒使用し ている 地区の班 で⾧ 話し 合いを 行い、 良好な運用に努める 。

◎回覧板の回覧方法について
・ 回覧板を 良く 見ていない人が多い。 ⇒重要な情報について、 「 ふせん」 を 付けて回覧する 。

第1回の様子 第２ 回の様子
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▶ 活動を 振り 返って

◎良かったと こ ろ
（ 成果・ 効果）

●改善点
も う 少し 良く する ために!

課 題: 継続的に班 会議を続⾧ ける ために
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日 程 内 容（ 会場: 大和町五丁目町内会館 19: 00～21: 00）

1 令和4年8月4日（ 木） ・ 事業概要の説明／地域づく り の考え方
・ 地域の心配ごと ・ 困り ごと を 全部出そう !
・ 出さ れた事柄を自助・ 共助・ 公助に分類し てみる

2 令和4年10月4日（ 火） ・ 困り ごと に優先順位をつけて解決し やすい問題を 絞る
（ 重要性と 取り 組みやすさ ）

・ 解決のアイ ディ アを 皆で出し てみる

3 令和4年12月14日（ 水） ・ ５ つの課題から 実際に取り 組む問題を検討、 協議
⇒ごみ出し 支援活動の実施に決定

・ 実施体制の検討

4 令和5年2月10日（ 金） 仙台市環境局家庭ごみ減量課に出席を 依頼
「 ごみ出し 支援活動」 に関する 勉強会を委員会に併せて実施

・ 環境局から の説明・ 意見交換
・ 町内会と し て「 ごみ出し 支援活動実施団体」 への登録申請

を 仙台市へ行う かど う かを検討、 協議
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▶ 検討会議（ ワ ーク ショ ッ プ） の内容

●第２ 回 令和４ 年１ ０ 月４ 日（ 火）

共助の課題について、困りごとの優先順位をつけ、解決しやすい問題を絞る

【自助】
・地域の住む人の困りごとを吸い上げる方法を考える。
・ホームﾍ゚ ｼー゙ を利用して、小さな声を会 に⾧ 届けること

で、活性化につなげる
【共助】
・役員の高齢化
・災害時要援護者の支援体制
・ごみ集積所の利用状況の把握
【公助】
・ふれあいの場の整備(公園など)
・道路上の路面表示

【絞られた５ つのテーマと解決のアイディア】
〇マンション管理組合との連携強化

・理事 、⾧ その他の役員の町内会会議への参加
〇役員の担い手がいない

・PTA役員をしている人に声をかけてみる
〇町内行事の担い手が少なくて大変

・行事の企画に参加させる、行事の企画をまかせる
〇住んでいるはずの若者の姿が見えない

・若い人たちへの行事の宣伝を増やす
〇地域ごみ出しの支援活動

・町内会独自のごみ出しルールを作る
・ごみ出し困難者にヒアリングを実施する

●第１ 回 令和４ 年８ 月４ 日（ 木） 会場: すべて大和町五丁目町内会館で実施

地域の困りごと・心配ごとを全部出そう 出された項目を自助・共助・公助に分類してみる

●第３ 回 令和４ 年１ ２ 月１ ４ 日（ 水）

５ つの課題から実際に取り組むテーマを
「ごみ出し支援活動の実施」に決定

●第４ 回 令和５ 年２ 月１ ０ 日（ 金）

仙台市へ「ごみ出し支援活動実施団体登録」の申請について検討
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令和４ 年１ ２ 月１ ４ 日 実施 
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支援 

支援団体が 

ごみ出し  

高齢や障害等によ り ごみ出し が困難な世帯に対する 、 以下のごみ出し 支援活動です。  

 ① 家庭ごみ等： 玄関口から 、 その世帯が出すこ と になっている ごみ集積所まで 

 ② 粗大ごみ等： 住居又はその敷地から 、 粗大ごみ受付センタ ーに指定さ れた場所まで 

 

仙台市内に居住し 、 以下のいずれかの要件を満たす一人暮ら し の方、 ま たはいずれかの要

件を 満たす方のみで構成さ れる 世帯に対し てのご み出し 支援活動が奨励金の交付対象と な

り ま す。  

（ １ ） 申請時に満 75 歳以上の方 

（ ２ ） 介護保険の要介護 1 から 要介護 5 のいずれかの認定を受けている 方 

（ ３ ） 身体障害者手帳の交付を受けている 方 

（ ４ ） 療育手帳の交付を受けている 方 

（ ５ ） 精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている 方 

奨励金交付の対象となる世帯の要件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年度版 

町内会や老人ク ラ ブ、 ボラ ンティ ア団体などの非営利な活動を行っている 団体です。  

支援希望世帯 

・ 奨励金額 

  ① 家庭ごみ等： 1 回あたり  140 円／世帯 

  ② 粗大ごみ等： 1 回あたり  280 円／世帯 

・ 家庭ごみ等＝「 家庭ごみ」「 プラ ス チッ ク 資源」「 缶・ びん・ ペッ ト ボト ル類」「 紙類」 の

４ 種類、 粗大ごみ等＝「 粗大ごみ」「 せん定枝」 の２ 種類（ ※粗大ごみ受付センタ ーで受

付けさ れたも のに限る ） が対象です。  

・ 1 団体あたり 交付上限金額( 半期)  100, 000 円  

奨励金額・対象品目 

 

支援団体 

奨励金交付の対象と なる活動 

申請できる団体 

地域ごみ出し支援活動促進事業奨励金とは 

高齢者や障害がある 方などごみ出し が困難な世帯に対し 、  

ごみ出し 支援活動を行う 団体へ奨励金を交付する 制度です。  

地域ごみ出し支援活動促進事業奨励金 

裏面も ご覧く ださ い 

令和 5 年度から 上限額が引き 上げら れま し た！ 
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制度のイメ ージ 

奨励金の交付

 

実績の審査＆支援世帯の要件確認 

奨励金の交付（口座振替） 

登録から奨励金交付までの流れ 

仙台市環境局家庭ごみ減量課 〒980-0802  仙台市青葉区二日町 6 番 12 号 MS ビル二日町 3 階  

電話： 022-214-8226（ 直通）   FAX：  022-214-8277 

仙台市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年度版 

６  

ごみ出し支援活動 

ごみ出し 
困難世帯 

ごみ出し支援活動の実施 
 

４  

ごみ出し支援活動
実施団体 

団体登録申請・奨励金請求 

７  

ごみ出し 支援活動実施団体 仙台市 

仙台市 

ご相談 

申請に必要な書類や申請手続き などを詳し く 記載し た説明資料は環境局家庭ごみ減量課で配布し

ている ほか、 市ホームページから も ダウ ンロ ード する こ と ができ ま す。  

申請先・書類の配布 

お問い合わせ先 

ご相談 

ごみ出し支援活動

実施団体のご紹介 

 

団体の審査・登録の決定 
２  

半期ごと 

奨励金の請求＆実績の報告  ５  
半期ごと  

団体登録の申請  
１  

【 202304_ 1】  

活動前に、支援を行う世帯の要件

を公的書類の目視等で確認 

 
３  
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▶ 活動を 振り 返って

▶ 解決に向けた具体的な取り 組み

◎良かったと こ ろ
（ 成果・ 効果）

●改善点
も う 少し 良く する ために!

検討委員会に
参加し てみて

●町内会全体で事業に取り 組めた
・ ま ちづく り 専門家のコ ーディ ネート

でス ムーズに会議に入れた
・ 行政と 顔の見える 関係を 築く こ と

ができ た
・ 参加者から は積極的な意見が出た

●会議への参加の負担を感じ た
・ 会議の回数を減ら す
・ 会議への参加意欲を 維持する

●活動体制の硬直化を 感じ た
・ 新し い事業に踏み込む意欲を向上

さ せる →硬直化を防ぐ

「 ごみ出し 支
援活動」 に取
り 組んでみて

●高齢化が進む中で良いテーマの
事業に取り 組めた

・ 町内会でこ の事業に取り 組めたこ と
は一定の意義を感じ た

・ 町内会全体に「 ごみ出し 支援活動」
の必要性を 感じ ても ら えた

●「 ごみ出し 支援活動」 に対す
る 意識の低下がみら れた

・ 町内会へのＰ Ｒ 不足の改善

●「 ごみ出し 支援活動」 への登
録者・ 協力者が集ま ら ない

・ 一戸建てと マンショ ンでのごみ出
し ルールの違いに対する 対応策が
必要

・ 取り 組む体制の確立と 強化
（ 個人情報の取り 扱いの基準など ）

●Ｐ Ｒ の強化等
・ 町内回覧の方法から 全戸配布への拡大の検討→新たなリ ーフ レ ッ ト の作成
・ 地域内の社会福祉協議会や包括支援セン タ ーと の連携の検討

課 題: 「 ごみ出し 支援活動」 への登録者・ 協力者を 増やす方法について
↓

情報の効率的な周知方法や工夫が必要
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日 程
内 容

会場: 南材コ ミ ュ ニティ ・ センタ ー 時間10: 00～12: 00

1 令和5年2月5日（ 日） ・ 事業概要の説明／考え方
・ 地域の心配ご と 困り ごと を 全部出そう !

2 令和5年3月5日（ 日） ・ 優先順位をつけて問題を 絞る
（ 重要性と 取り 組みやすさ ）

・ 解決のアイ ディ アを みんなで出し てみる

3 令和5年4月16日（ 日） ・ 何が問題なのか洗い出す
・ 行事のグループ化、 可視化

4 令和5年6月25日（ 日） ・ 行事内容の再検討
・ 運営側の負担軽減
・ 情報発信の工夫
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町内会会員の皆様へ                                令 和４ 年 12 月吉日

河原町町内会

会長   鹿野 成也

本年も 河原町町内会の活動にご 理解， を 賜り 本当にあり がと う ご ざいま し た。

新型コ ロ ナウ ィ ルス の感染が収ま ら ない中ではあ り ま すが， 河原町町内会についてのお困り ご と や， ご

心配ご と を 町内の皆様から 直接お話を 伺う 場を 設ける こ と と なり ま し た。 町内会役員だけではなく ， 町内

にお住いの皆様，区役所も 一緒になっ てのこ の河原町を 良く し ていこ う と いう 場にし たいと 思いま すので，

何卒ご 参加のほど よ ろ し く お願いいたし ま す。 ま た， 欠席さ れる と いう 方のお話も 伺いたいと 考えており

ま すので， 忌憚のないご心配ごと ・ お困り ご と を 下記へ記載の上， ご 提出く ださ い。

■ 河原町マチみがき ワ ーク ショ ッ プのご案内 ■

若林区 ま ちづく り 推進課のご 担当者様が中心と なり ， グループワ ーク を 通じ て課題解決に向けた話し 合

いを ス タ ート さ せる 場と なり ま す。 御多忙と は存じ ま すが， 町内の皆さ ま にご 参加いただき たく ご 案内申し 上

げま す。

１ ． 日 時    令和５ 年２ 月 5 日（ 日） １ ０ 時０ ０ 分～１ ２ 時０ ０ 分（ 予定） 開場９ 時５ ０ 分～

２ ． 場 所  南材コ ミ ュ ニティ セン タ ２ 階 大会議室

３ ． 主 催  河原町町内会， 若林区 ま ちづく り 推進課

４ ． お願い   新型コ ロ ナ感染予防のため， マス ク 着用等の感染対策にご 協力を お願いいたし ま す。

※出欠票の提出締切は１ 月 1 4 日（ 土） 迄です。 Web は 1 5 （ 日） 迄

出欠票を 各区区長へ御提出下さ い。 ス マホから は下記 QR コ ード から でも 提出でき ま す。

１ 区区長： 高橋 理一郎  河原町１ -5 -1 5 末広寿し

２ 区区長： 高橋 由臣   河原町 1 -4 -8 タ カ ヨ 靴店

３ 区区長： 今野 眞弓   河原町 1 -3 -6 ス ズラ ン 洋品店

………………………………………………………✂キ リ ト リ ✂………………………………………………………

《 出欠確認票 》 提出期限１ 月 1 4 日（ 土） 迄

    区
ご 芳名                    

番地：                 

・ 御参加 ・ 御欠席

ど ちら か○で囲んでく ださ い。

御欠席の方で町内へのご心配ご と ， 困り ご と があ り ま し たら 記入く ださ い。

書き き れない場合は裏面も ご 利用下さ い。

ご 要望について結果等の連絡を ご 要望さ れる 場合は連絡先の記載も お願いいたし ま す。
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№ 問  題 取り 組みやすい 重要

1 商店街と の連携を 図る 5 1

2 行事等への参画が少ない 10 6

3 高齢者の支援をど う する 2 3

4 交通事故の恐れがある 0 0

5 アパート と の関係性 1 2

6 植栽に虫が集ま っ てく る 0 0

7 再開発など 地域の情報が欲し い 6 7

8 一方通行が不便 0 0

9 公共交通が使いづら い 2 7

10 ハード 面の整備を し てほし い 0 0

11 行政の課題 0 0

合計 26 26

平均 2.4 2.4

商店街と の連携を図る

行事等への参画が少ない

高齢者の支援をどう する

植栽に虫が集まってく る

アパート と の関係性

交通事故の恐れがある

再開発など地域の情報が欲し い

一方通行が不便

公共交通が使いづら い

ハード 面の整備をし てほし い

行政の課題

0

1

2

3

4

5

6

7

8

←

重

要

取り 組みやすい →

河原町町内会の心配ご と ・ 困り ご と
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▶ ワ ーク ショ ッ プの様子
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「 河原町町内会ニュ ース 創刊号」

2024年（ 令和6年） 1月発行

～抜粋～
町内会ニュ ース 発行について

河原町町内会にお住いの皆様、 初め
ま し て。 河原町町内会情報活動部と 申
し ま す。

昨年、 若林区マチみがき ワ ーショ ッ
プと いう 町内の困り ごと を 解決し 、 さ
ら に住みやすい街を目指し てみよ う と
いう 活動を実施し ま し た。

その活動の中で町内会の情報発信が
少ないと いう 声を 多数いただいたこ と
から 、 改めて媒体を使っ た情報発信を
強化のため、 新聞やW eb 等を 使い、 皆
様に町内会活動を お届けでき たら と 考
えており ま す。

◎良かったと こ ろ
（ 成果・ 効果）

●改善点
も う 少し 良く する ために!

区役所と の協働、 連携

・ 集ま る 機会、 場ができ た
・ 会員が参加でき る き っ かけ

になっ た
・ いろんな意見が聞けた
・ 町内会活動への理解が進んだ

・ 参加者募集の際、 思っ たほど
反応が無かっ た

・ 参加者を集める のが難し かっ た
・ 月1回の会議の案内が、 負担

だった
・ 町内会の在り 方ま で考える 必要

がある

ニュ ース の発行

・ 何事も こ れから !
・ ま ず一歩を 踏み出せた
・ 引き 続き 、 若手にま かせたい
・ 商店街を地域資源と 捉え、 強

みと する

・ 会員と 運営側両方の視点が必要
・ 見せ方の工夫が必要
・ 一般の会員から 意見を 求める
・ カラ ー用紙の使用や、 掲示板を

活用
・ 町内会と 商店会を 相互リ ンク

さ せる
・ 最初から 大き な期待はし ないが

、 あき ら めてはいけない
・ 変化が必要。

だけど 無理はし ない

▶ 活動を振り 返って 令和6年2月4日（ 日） 南材コ ミ ュ ニティ ・ センタ ー
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日 程 内 容（ 会場: 霞目公会堂 10: 00～12: 00）

1 令和4年7月27日（ 水） ・ 事業概要の説明／考え方
・ 地域の心配ご と 困り ごと を全部出そう !

2 令和4年9月7日（ 水） ・ 優先順位をつけて問題を 絞る
（ 重要性と 取り 組みやすさ ）

・ 解決のアイ ディ アを みんなで出し てみる

3 令和4年10月19日（ 水） ・ 実際に取り 組む問題を検討、 協議
・ 実施体制の決定

4 令和4年11月16日（ 水） ・ 具体的な場所の確認
・ 共通し た年間ス ケジュ ールの決定
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年
金

暮
ら

し
の

収
入

が
無

く
な

っ
た

ら

○
道

路
や

堀
の

泥
や

草
刈

り
が

大
変

・
道

路
、

堀
の

草
刈

り
が

大
変

・
刈

っ
た

草
の

処
理

が
大

変
・

草
刈

り
、

除
草

に
金

が
か

か
る

・
草

刈
り

処
理

が
重

労
働

・
荒

井
西

公
園

の
草

刈
り

を
手

伝
っ

て
ほ

し
い

・
自

衛
隊

と
の

協
同

作
業

で
行

う
佐

久
間

堀
の

草
刈

り
を

し
て

ほ
し

い
・

側
溝

の
泥

を
と

っ
て

ほ
し

い
・

町
内

会
周

辺
の

草
刈

り
・

堀
に

子
供

が
石

な
ど

を
放

り
込

む
の

で
、

投
げ

な
い

で
の

表
示

が
ほ

し
い

○
ご

み
出

し
ル

ー
ル

を
守

ら
な

い

・
ご

み
置

き
場

の
乱

れ
・

ご
み

の
出

し
方

の
ル

ー
ル

を
守

っ
て

・
ご

み
の

分
別

の
不

徹
底

・
道

端
の

ご
み

の
ポ

イ
捨

て

○
用

水
路

が
あ

ふ
れ

る

・
町

内
の

旧
用

水
路

の
整

備
を

行
政

に
！

・
水

路
が

あ
ふ

れ
る

。
暗

渠
に

し
て

ほ
し

い
・

大
雨

に
な

る
と

ト
イ

レ
が

使
え

な
い

○
地

震
で

家
が

壊
れ

る

・
地

震
で

皆
が

住
め

な
く

な
っ

た
時

・
役

所
か

ら
の

困
り

ご
と

に
対

す
る

訪
問

が
あ

れ
ば

…
・

行
政

の
力

で
、

町
内

の
要

望
を

出
来

る
だ

け
受

け
る

○
子

ど
も

が
少

な
い

・
小

学
生

( 子
供

) の
人

口
減

少

〇
行

事
や

班
編

成
を

見
直

す

・
各

行
事

の
見

直
し

・
町

内
会

の
班

編
成

見
直

し

○
交

通
機

関
や

車
が

な
い

と
移

動
で

き
な

い

・
交

通
機

関
が

無
く

な
っ

た
ら

・
車

や
自

転
車

の
足

が
な

く
な

っ
た

時

○
移

転
者

が
多

く
、

人
口

減
少

も
な

い

・
転

入
者

が
多

く
、

人
口

減
少

は
な

い

・
町

内
会

未
加

入
者

の
増

加
・

若
い

世
代

の
町

内
会

へ
の

参
加

○
地

域
の

要
望

が
届

い
て

い
な

い

○
未

加
入

者
と

若
者

の
不

参
加

が
増

え
た

・
マ

モ
ラ

イ
ダ

ー
の

時
の

旗
と

か
、

武
器

ら
し

き
も

の
が

ほ
し

い

○
マ

モ
ラ

イ
ダ

ー
の

旗
や

武
器

が
な

い

7月
27

日
の

会
合

で
出

さ
れ

た
意

見
を

ま
と

め
た

も
の
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№ 問  題 やり やすい 重要

1 地域住民と の交流が不足し ている 3 7

2 地域の施設・ 設備が劣化し ている 4 0

3 交通事故の恐れがある 1 6

4 役員の担い手が不足し ている 1 11

5 空き 家の草や倒壊が気になる 1 2

6 独居高齢者の支援をどう する 3 8

7 子ども が少ない 0 0

8 道路や堀の泥や草刈り が大変 6 9

9 ごみ出し ルールを守ら ない 3 0

10 用水路があふれる 2 1

11 地震で家が壊れる 0 1

12 地域の要望が届いていない 2 2

13 未加入者と 若者の不参加が増えた 0 1

14 マモラ イ ダーの旗や武器がない 6 0

15 行事や班編成を見直す 4 2

16 交通機関や車がないと 移動でき ない 0 7

17 移転者が多く 、 人口減少も ない 0 0

合計 36 57

平均 3.3 5.2

地域住民と の交流が不足し ている

地域の施設・ 設備が劣化し ている

交通事故の恐れがある

役員の担い手が不足し ている

空き 家の草や倒壊が気になる

独居高齢者の支援を どう する

子ども が少ない

道路や堀の泥や草刈り が大変

ご み出し ルールを守ら ない

用水路があふれる地震で家が壊れる

地域の要望が届いていない

未加入者と 若者の不参加が増えた

マモラ イ ダーの旗や武器がない

行事や班編成を見直す

交通機関や車がないと 移動でき ない

移転者が多く 、 人口減少も ない

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

←

重

要

やり やすい →

霞目地域の心配ご と ・ 困り ご と
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▶ ワ ーク ショ ッ プの様子

講師によ る 進め方の説明 テーブルごと に意見を出し 合いま す

意見を グループ化し ま す 解決のアイ ディ アを模造紙に貼り ま す

他のテーブルの意見を 確認し ま す

意見を地図に落と し 込みま し た
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▶ 解決策!
●R5.8/19 ３ 町内会合同によ る 除草剤散布作業①

●２ 週間経過後

▶ 活動を振り 返っ て 令和6年1月26日（ 金） 霞目公会堂

◎良かっ たと こ ろ
（ 成果・ 効果）

●改善点
も う 少し 良く する ために!

３ 町内会合同

・ コ ミ ュ ニケーショ ンがと れた
・ 負担軽減になっ た
・ いろんな意見が聞けた
・ 参加者が増えた
・ チームワ ーク が良く なった
・ 地域の事が知れた

・ 参加者が役員のみ
・ 御礼（ ご褒美） の共通化
・ 散布機を 増やし たい

草刈（ 除草） 作業

・ 景観が良く なっ た
・ 草刈り や除草剤が買えた
・ 共助（ 地域＋行政） の関係

が育っ た

・ 参加へ事業のPRが必要
⇒全戸配布＋掲示板

・ 参加し やすい仕組み
・ 除草の回数を増やす
・ 草刈り 機を増やす

⇒安全性の確保

課 題

●参加者を増やすために
・ PR方法の工夫
・ 御礼（ ご褒美） の内容の共通化
・ 参加し やすい仕組みづく り

●環境整備
・ 草刈り 機や散布機を増やす⇒補助金の活用、 各町内会での予算化

ー 33ー



日 程 内 容 （ 会場: 横堀集会所 18: 00～19: 30）

1 令和4年10月5日(水) ・ 事業概要の説明／考え方
・ 地域の心配ごと 困り ごと を 全部出そう !

2 令和4年11月2日(水) ・ 優先順位を つけて問題を 絞る
（ 重要性と 取り 組みやすさ ）

・ 公園清掃へ参加し ても ら いやすい、 し やすい仕組みづく り
・ 次回の進め方

3 令和4年12月7日(水) ・ 公園清掃の現状を 把握
・ 参加者が少ない原因を知る
・ 「 やら さ れている 」 こ と から の脱却／発想の転換

▸ 日 程

▸ 他人ま かせの考え

▸ 無関心

▸ 情報周知

▸ 知人がいない

▸ チラ シの工夫
・ カラ ー印刷
・ 全戸配布
・ 公園の場所と 写真を 添付

▸ 町内会で軍手と 鎌を 準備

▸ 日程、 時間を 変更
⇒⇒６ 時開始から ７ 時に変更
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横
堀

東
町

内
会

の
心

配
ご

と
・

困
り

ご
と

○
コ

ロ
ナ

禍
で

行
事

が
で

き
な

い

・
コ

ロ
ナ

禍
で

町
内

会
活

動
、

行
事

が
で

き
な

い
の

で
、

ど
の

様
に

す
る

か

○
ご

み
の

収
集

時
間

が
早

す
ぎ

る

○
役

員
の

担
い

手
が

不
足

し
て

い
る

・
後

継
者

が
い

な
い

。
捜

す
の

が
大

変
・

役
員

の
担

い
手

が
な

く
、

マ
ン

ネ
リ

化
ぎ

み
・

何
期

も
役

員
を

務
め

て
い

る
・

役
員

の
若

手
不

足
・

今
後

の
役

員
の

後
継

者
が

い
な

い
・

会
⾧

職
の

問
題

。
2代

前
の

会
、

前
会

⾧
、

い
⾧

ず
れ

も
途

中
病

気
で

死
亡

・
班
⾧

の
回

り
順

が
ど

う
な

っ
て

い
る

の
か

困
っ

て
い

る
・

高
齢

化
に

伴
い

、
班

を
や

る
人

⾧
が

少
な

く
な

っ
て

い
る

○
公

園
の

草
取

り
や

側
溝

清
掃

が
大

変

○
情

報
伝

達
が

で
き

な
い

・
町

内
会

の
情

報
伝

達
手

段
が

ア
ナ

ロ
グ

式
の

も
の

し
か

な
い

（
回

覧
板

・
掲

示
板

）
・

回
覧

板
の

回
り

が
遅

い
班

が
あ

る
・

死
亡

の
際

、
町

内
へ

の
広

報
が

無
く

な
っ

た
○

公
園

の
樹

木
が

伸
び

て
い

る

・
公

園
の

管
理

が
市

の
予

算
の

関
係

で
木

が
伸

び
放

題

○
町

内
会

活
動

に
関

心
が

な
い

・
町

内
会

活
動

に
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

に
は

ど
う

す
れ

ば
？

・
町

内
会

に
関

心
が

な
い

人
が

多
い

・
町

内
会

に
入

ら
な

い
世

帯
が

増
え

て
い

る
・

町
内

会
の

会
費

を
払

わ
な

い
人

が
多

い
・

若
者

は
町

内
会

活
動

の
必

要
性

が
薄

い
・

若
い

世
代

が
町

内
会

活
動

に
関

心
が

無
い

・
町

内
会

活
動

へ
の

興
味

、
関

心
の

低
下

10
月

5 日
の

会
合

で
出

さ
れ

た
意

見
を

ま
と

め
た

も
の

で
す

。

○
行

事
の

参
加

者
が

い
つ

も
同

じ

・
行

事
の

参
加

者
が

い
つ

も
同

じ
メ

ン
バ

ー
で

あ
る

・
参

加
す

る
人

は
、

い
つ

も
同

じ
人

ば
か

り
で

少
な

い
・

役
員

の
高

齢
化

で
運

動
会

等
の

活
動

が
で

き
な

く
な

る

・
缶

の
収

集
が

朝
早

す
ぎ

る

○
町

外
か

ら
の

ご
み

の
持

ち
込

み

・
ご

み
集

積
所

に
よ

そ
か

ら
の

ご
み

が
入

っ
て

い
る

・
ご

み
集

積
所

に
車

で
来

て
置

い
て

い
く

。
ど

こ
の

誰
だ

か
わ

か
ら

な
い

・
公

園
清

掃
の

人
数

が
少

な
い

・
公

園
清

掃
に

若
い

人
の

参
加

が
少

な
く

、
高

齢
の

人
が

多
い

・
側

溝
掃

除
は

大
変

き
つ

い
と

い
う

声
が

あ
る

・
側

溝
掃

除
は

市
で

行
っ

て
ほ

し
い

・
公

園
清

掃
に

参
加

者
不

足
・

公
園

清
掃

の
時

に
、

若
者

,女
性

が
少

な
い

の
で

1 回
終

了
し

て
残

が
で

て
く

る
・

公
園

草
取

り
時

、
高

齢
な

の
で

で
き

ま
せ

ん
。

お
金

を
取

っ
て

く
だ

さ
い

・
班
⾧

も
公

園
清

掃
に

出
て

こ
な

い
・

公
園

清
掃

の
分

担
を

見
直

す
べ

き
・

清
掃

す
る

公
園

が
遠

い
・

落
ち

葉
の

清
掃

が
特

定
の

人
だ

け
で

大
変

・
公

園
の

草
取

り
も

高
齢

で
大

変
・

朝
の

草
取

り
は

、
と

て
も

大
変

・
公

園
除

草
時

間
が

早
す

ぎ
る

・
高

齢
化

で
側

溝
掃

除
が

で
き

て
い

な
い

○
隣

近
所

と
の

付
き

合
い

が
な

い

・
町

内
会

で
の

隣
近

所
と

の
付

き
合

い
が

な
い

・
自

分
の

班
に

ど
う

い
う

人
が

い
る

の
か

わ
か

ら
な

い

○
独

居
高

齢
者

が
増

え
て

い
る

・
独

居
高

齢
者

の
増

加
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№ 問  題 取り 組みやすい 重要

1
コ ロ ナ禍で行事ができ ない 7 3

2
行事の参加者がいつも 同じ 6 8

3
ご みの収集時間が早すぎる 1 0

4
町外から のごみの持ち込み 6 2

5
役員の担い手が不足し ている 0 8

6
情報伝達ができ ない 6 2

7
町内会活動に関心がない 2 10

8
隣近所と の付き 合いがない 1 1

9
独居高齢者が増えている 4 6

10
公園の草取り や側溝清掃が大変 9 8

11
公園の樹木が伸びている 5 1

合  計 47 49

平  均 4.27 4.45

コ ロ ナ禍で行事ができ ない

行事の参加者がいつも 同じ

ご みの収集時間が早すぎる

町外から のご みの持ち込み

役員の担い手が不足し ている ,

情報伝達ができ ない

町内会活動に関心がない

隣近所と の付き 合いがない

独居高齢者が増えている

公園の草取り や側溝清掃が大変

公園の樹木が伸びている

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

←

重

要

取り 組みやすい →

横堀東町内会の心配ごと ・ 困り ごと
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▶ ワ ーク ショ ッ プの様子

▶ 全戸配布し たチラ シ（ 第２ 回目）

東北ま ちラ ボ 橋本代表理事によ る 説明

優先順位の高い課題に投票し ま す

幅広い年齢層の参加者

地図に公園の現状を 落と し 込みま す

ー 37ー



▶ 公園清掃の様子

町内会で準備し た鎌と お茶 区役所が提供し た軍手

と ても き れいになり ま し た!
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◎良かっ たと こ ろ
（ 成果・ 効果）

●改善点
も う 少し 良く する ために!

▶ 参加者が増えた
・ 若い人たちがたく さ ん来た

⇒その後、 挨拶さ れる よ う になった
・ ７ 時だから 参加でき た。 子供も 連れて来ら れた
・ 家族連れが多く 、 参加者増につながった
・ 若い人が多く 活気があっ た
・ 共働き 夫婦には有り 難い
・ 今ま で見たこ と がない人も 参加し ていた
・ 参加者増が作業時間短縮につながっ た

▶ チラ シの工夫
・ チラ シがカラ フ ルで見てし ま う 効果があっ た

▶ 町内会の準備
・ 軍手など 準備し たのは良かっ た
・ 道具ある と 参加し やすかった

▶ 計画の仕方
・ 計画の段階で踏み込んだ協議ができ た
・ 丁寧に情報を 提供でき た

▶ 熱中症対策
・ ８ 月の７ 時開始は暑い💦 💦
・ 休憩時間が欲し い

▶ 現場の責任者
・ 取り ま と め役が不在⇒役員? 班 ?⾧
・ 事前にタ イ ムス ケジュ ールの共有

▶ 町内会の準備
・ 鎌や軍手の準備は必要か?
・ 準備物品が不足し た
・ 保管場所が無いので、 持ち帰っても ら っ た
・ 軍手に代わり 、 お菓子を配っ ては?

⇒子供が参加すれば親も 参加する
・ く じ 引き は?

▶ 活動を振り 返っ て 令和6年2月7日（ 水） 会場: 横堀集会所

●参加者数の確認

昨年度 第１ 回（ 6/11） 第２ 回（ 8/6） 第３ 回（ 10/15）

７ ０ 名 １ ４ ７ 名 １ １ ４ 名 ８ ０ 名

暑かっ た･･･ 雨

・ 感覚的に参加者は倍になった
・ 第２ 回目は、 暑く て参加者が減った
・ 第３ 回目は、 朝から 雨模様だった

●チラ シの工夫 ●参加し やすい仕組みづく り
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令和5年11月22日(水）

1.大和町五丁目町内会 【大和地区】

2.一本杉町内会 【南小泉地区】

3.河原町町内会 【南材地区】

4.霞目地域まちみがき会 【七郷地区】

霞目町内会・霞目背戸町内会・背戸東町内会

5.沖野横堀東町内会 【六郷地区】

若林区連合町内会長協議会 菅井会長挨拶

発表者席の各会長

若林区長挨拶

ー 41ー



大和町五丁目町内会 藤田会長

一本杉町内会 川村会長 河原町町内会 鹿野会長

霞目町内会 荒神会長

沖野横堀東町内会 結城会長
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  アアンンケケーートト 結結果果（（ 令令和和５５ 年年１１ １１ 月月２２ ２２ 日日事事業業報報告告会会））   

  

 

 

 

 

 

 

 

問問（（ １１ ））   今今回回発発表表しし たた５５ つつのの事事例例はは、、 今今後後のの活活動動のの参参考考ににななりり まま しし たたかか。。   

問問（（ ２２ ））   ごご 自自身身がが所所属属すするる 町町内内会会のの活活動動ななどど でで、、 悩悩んんででいいるる ここ とと やや心心配配事事ははあありり まま すすかか。。  

問問（（ ３３ ））   上上記記（（ ２２ ）） でで「「 たたくく ささ んんああるる 」」「「 ああるる 」」「「 少少しし ああるる 」」 とと 回回答答しし たた方方へへ、、 そそれれはは

どど ののよよ うう ななここ とと でですすかか。。   

問問（（ ４４ ））   上上記記（（ ２２ ）） やや（（ ３３ ）） ででごご 回回答答いいたただだいいたた内内容容ににつついいてて、、 地地域域力力推推進進担担当当（（ 区区役役所所））

とと 一一緒緒にに取取りり 組組みみたたいいとと 思思いいまま すすかか。。   

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0

特にない

少し ある

ある

たく さ んある

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0

少し 参考になった

参考になった

と ても 参考になった

（ 単位： 人）  

・・ コ ロ ナ感染を懸念し イ ベント の実施に踏み切れない。  ・・ 運営や進め方が難し く 困っている 。  

・・ 子ども 会がなく なり 、 子ど も や保護者と の連携が難し く なった。  ・・ 町内会役員のなり 手が少なく 、  

ス ムーズな役員交代ができ ず困っている 。  ・・ 町内会、 老人ク ラ ブ、 子供会など と 連携し た活動を目指し

ている 。  ・・ 連絡手段と し て LIN E を活用し たい。  ・・ 住民の方が本当に住んで良かっ たと 思える 環境づ

く り を し たい。  ・・ 似たよ う な悩みを抱えながら 、 各町内会で皆さ んが励んでいる こ と を知っ た。  

0 1 0 2 0 3 0 4 0

自分たちで取り 組む

進め方について話を聞いてみたい

ま ずは内容について役員と 整理し たい

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0

その他

IT・ ネッ ト ・ 情報発信関係

町内会運営関係

イ ベント 関係

ゴミ 問題・ 地域清掃

高齢化・ 担い手不足等

皆皆ささ んんかからら ののココ メメ ンントト   

（ 単位： 人）  

（ 単位： 人）  

（ 単位： 人）  
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